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形をもたらしている。温かい印象の裏にある自然との繋がりや、穏やかな表情の植物の内部に隠された生気
を読みとると、全体的に拡がりをみせ始め、独自の時間の流れを感じさせられる作品であり、評価された。  
 総合的には、論文の立ち上げも早めに展開しており、時間をかけてじっくりと仕上がってくる内容は魅力
的なものであった。伝統的鋳金技法を用いながらも、現代の感覚を溢れるように表現する内容を高く評価
し、また、全審査員から博士学位を認める条件を満たしていると判断された。 
 
 
